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(57)【要約】
　ユーザの生体測定データおよび／または環境データを
監視するための方法およびシステムを提供する。ユーザ
監視システムは、ユーザの略口内に嵌まるように構成さ
れる歯科用アプライアンスと、ユーザの体温を測定する
ための温度センサと、ユーザにより加えられる圧力を測
定するための圧力センサと、ユーザの温度データおよび
圧力データを捕捉しかつ、処理するためのプロセッサと
を含む。ユーザ監視システムは、観察者監視システムと
通信してもよい。実施形態によっては、ユーザ監視シス
テムは、血中酸素飽和度レベル、歯科用アプライアンス
の適正な配置、周囲空気温度、光レベルおよび呼吸速度
のうちの１つまたはそれ以上も測定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザのデータを監視するためのコンピュータ化された監視システムであって、
　ユーザの口の略内部に嵌まるように構成される歯科用アプライアンスと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれ、ユーザの体温データを監視するように構成
される少なくとも１つの温度センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれ、ユーザにより加えられる圧力を測定するよ
うに構成される少なくとも１つの圧力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサと、を備え、
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つの温度センサへ、かつ、前記少なくとも１つの
圧力センサへ結合され、
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つの温度センサから温度データを捕捉して処理す
るように構成され、かつ、前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの圧力センサ
から圧力データを捕捉して処理するように構成されるコンピュータ化された監視システム
。
【請求項２】
　前記プロセッサへ結合される表示器をさらに備え、前記表示器は、前記プロセッサから
の温度表示および圧力表示のうちの少なくとも一方を表示するように構成される、請求項
１に記載の監視システム。
【請求項３】
　前記プロセッサへ結合される送信機をさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項４】
　前記プロセッサへ結合されるトランシーバをさらに備える、請求項１に記載の監視シス
テム。
【請求項５】
　前記送信機は、前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ、前記送信機は、前記
プロセッサからのデータを外部観察者監視システムへ無線送信するように構成される、請
求項３に記載の監視システム。
【請求項６】
　前記送信機は、前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、前記送信機は、前記プロセ
ッサからのデータを前記送信機に近接して位置決めされるリピータへ送信するように構成
される短距離送信機であり、かつ、前記リピータは、前記送信機からのデータを外部受信
機へ中継するように構成される、請求項３に記載の監視システム。
【請求項７】
　前記リピータは、ユーザにより着用される衣料品へ組み込まれる、または付着される、
請求項６に記載の監視システム。
【請求項８】
　前記衣料品は、ヘルメット、履き物および装着型電子デバイスのうちの１つである、請
求項７に記載の監視システム。
【請求項９】
　前記送信機は、ユーザの口の外側に位置決めされ、前記送信機は、物理的接続を介して
前記プロセッサへ結合され、かつ、前記送信機は、前記プロセッサからのデータを外部観
察者監視システムへ無線送信するように構成される、請求項３に記載の監視システム。
【請求項１０】
　前記物理的接続は、電気的接続、光学的接続および／または音響的接続のうちの少なく
とも１つを含む、請求項９に記載の監視システム。
【請求項１１】
　前記物理的接続は、前記歯科用アプライアンスをユーザにより着用される衣料品へ結合
するテザーに組み込まれる、請求項９に記載の監視システム。
【請求項１２】
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　前記衣料品はヘルメットである、請求項１１に記載の監視システム。
【請求項１３】
　前記テザーは、前記歯科用アプライアンスと外部電源との間の電力接続を含む、請求項
１１に記載の監視システム。
【請求項１４】
　前記外部電源は、ソーラー電源、バッテリおよび燃料電池のうちの少なくとも１つであ
る、請求項１３に記載の監視システム。
【請求項１５】
　前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ、気流方向データを測定して前記プロ
セッサへ送信するように構成され、よって前記プロセッサがユーザの呼吸速度を計算でき
るようにする気流センサをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項１６】
　前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ、空気圧力データを測定して前記プロ
セッサへ送信するように構成され、よって前記プロセッサがユーザの呼吸速度を計算でき
るようにする空気圧力センサをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項１７】
　前記歯科用アプライアンスは、ユーザの口の外側へ広がるように構成される延長部も含
む、請求項１に記載の監視システム。
【請求項１８】
　前記延長部は、ユーザの唇および歯を保護するように構成される口唇保護具である、請
求項１に記載の監視システム。
【請求項１９】
　前記延長部は、電源へ結合されるように構成される、請求項１７に記載の監視システム
。
【請求項２０】
　前記延長部は、周囲温度を測定するための温度センサを含む、請求項１７に記載の監視
システム。
【請求項２１】
　ユーザと、別のユーザおよび観察者のうちの少なくとも一方との間の音響通信を促進す
るように構成されるマイクロホンおよび音響トランスデューサをさらに備える、請求項１
に記載の監視システム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの圧力センサは、ユーザの舌によって、かつ、上側のパレット、下
側のパレットおよびユーザの歯のうちの少なくとも１つとの接触によって起動される、請
求項１に記載の監視システム。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記歯科用アプライアンスに組み込まれかつ外部充電器から電荷を
受け入れるように構成される電力貯蔵デバイスへ結合される、請求項１に記載の監視シス
テム。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、前記プロセッサと
の間でデータのアップロードおよびダウンロードを行うための外部観察者モニタへドッキ
ングするように構成される入出力デバイスへ結合される、請求項１に記載の監視システム
。
【請求項２５】
　前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、ユーザの水分補給レベルを検出するよ
うに構成される水分補給センサをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項２６】
　前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、ユーザの地理的位置を検出するように
構成される位置センサをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
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【請求項２７】
　食用品を貯蔵し、かつ、放出するように構成されるレセプタクルをさらに備える、請求
項１に記載の監視システム。
【請求項２８】
　前記プロセッサは、さらに、前記温度データおよび前記圧力データをクレンジングする
ように構成される、請求項１に記載の監視システム。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つの圧力センサは、上側のパレット、下側のパレットおよびユーザの
歯のうちの少なくとも１つに接触する前記歯科用アプライアンスによって起動される、請
求項１に記載の監視システム。
【請求項３０】
　少なくとも１つの歯科用アプライアンスを保存するように構成されるキャリングケース
をさらに備え、前記キャリングケースは、前記監視システムのための外部充電器からの電
荷を受け入れるために電源へ結合される、請求項１に記載の監視システム。
【請求項３１】
　周囲放射線レベルを測定するように構成される放射線センサをさらに備える、請求項１
に記載の監視システム。
【請求項３２】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
向性である、請求項４に記載の監視システム。
【請求項３３】
　少なくとも１つのバイオハザード検出器をさらに備える、請求項１に記載の監視システ
ム。
【請求項３４】
　少なくとも１つのケミカルハザード検出器をさらに備える、請求項１に記載の監視シス
テム。
【請求項３５】
　前記歯科用アプライアンスに組み込まれる少なくとも１つの力センサをさらに備え、前
記少なくとも１つの力センサは、ユーザにより経験される力を測定するように構成される
、請求項１に記載の監視システム。
【請求項３６】
　前記プロセッサへ結合されるパルスオキシメータをさらに備え、前記プロセッサは、さ
らに、ユーザの血中酸素飽和度を計算するように構成される、請求項１に記載の監視シス
テム。
【請求項３７】
　前記プロセッサへ結合されるカプノメータをさらに備え、前記プロセッサは、さらに、
ユーザの息内の二酸化炭素量を計算するように構成される、請求項１に記載の監視システ
ム。
【請求項３８】
　ユーザの空気試料を捕捉し、かつ、解析するように構成される少なくとも１つの呼気セ
ンサをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項３９】
　ユーザから、唾液および空気のうちの少なくとも一方の試料を捕捉するための少なくと
も１つのレセプタクルをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項４０】
　前記プロセッサは、さらに、タイムスタンプをユーザからの前記試料に関連づけるよう
に構成される、請求項３９に記載の監視システム。
【請求項４１】
　ユーザの噛み込み圧縮からの運動エネルギーを利用するように構成されるキネティック
エナジャイザをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
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【請求項４２】
　誘導エナジャイザをさらに備える、請求項１に記載の監視システム。
【請求項４３】
　第２の監視システムによってデータおよび通知を無線で送受信するケイパビリティをさ
らに備える、請求項４に記載の監視システム。
【請求項４４】
　前記延長部は、周囲空気圧力を測定するための大気圧センサを含む、請求項１７に記載
の監視システム。
【請求項４５】
　光レベルを測定するように構成される光センサをさらに備える、請求項１に記載の監視
システム。
【請求項４６】
　ユーザの略口内へ嵌まるように構成される歯科用アプライアンスを用いてユーザのデー
タを監視するためのコンピュータ化された方法であって、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる少なくとも１つの温度センサを用いて、ユ
ーザの体温データを測定することであって、前記歯科用アプライアンスは、ユーザの略口
内へ嵌まるように構成されることと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる少なくとも１つの圧力センサを用いて、ユ
ーザに加えられる圧力を測定することと、
　前記少なくとも１つの温度センサから前記温度データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプ
ライアンス内へ組み込まれるプロセッサを用いて、前記捕捉された温度データを処理する
ことと、
　前記少なくとも１つの圧力センサから前記圧力データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプ
ライアンスの前記プロセッサを用いて、前記捕捉された圧力データを処理することを含む
コンピュータ化された方法。
【請求項４７】
　前記プロセッサからの温度表示および圧力表示のうちの少なくとも一方を提供すること
をさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記監視システムからデータを送信することをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記監視システム向けのデータを受信することをさらに含む、請求項４８に記載の方法
。
【請求項５０】
　ユーザの血中酸素飽和度を計算することをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つの圧力センサは、上側のパレット、下側のパレットおよびユーザの
歯のうちの少なくとも１つに接触する前記歯科用アプライアンスによって起動される、請
求項４６に記載の方法。
【請求項５２】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
向性である、請求項４６に記載の方法。
【請求項５３】
　周囲空気温度を測定することをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５４】
　光レベルを測定することをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５５】
　ユーザの呼吸速度を計算することをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５６】
　ユーザのデータを監視し、かつ、前記ユーザデータを観察者へ提供するためのコンピュ
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ータ化された監視システムであって、
　少なくとも１つのユーザ監視システムであって、ユーザの略口内へ嵌まるように構成さ
れる歯科用アプライアンスを有するユーザ監視システムと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれ、ユーザの体温データを監視するように構成
される少なくとも１つの温度センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれ、ユーザにより加えられる圧力を測定するよ
うに構成される少なくとも１つの圧力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサであって、前記プロセッサは、
前記少なくとも１つの温度センサへ、かつ、前記少なくとも１つの圧力センサへ結合され
、
　前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの温度センサから温度データを捕捉し
て処理するように構成され、かつ、前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの圧
力センサから圧力データを捕捉して処理するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサからの前記処理された温度データおよび前記処理された圧力データを送
信するように構成される送信機と、
　少なくとも１つの観察者監視システムであって、
　前記ユーザ監視システムの前記送信機から前記処理された温度データおよび前記処理さ
れた圧力データを受信するように構成される受信機と、
　前記処理された温度データおよび前記処理された圧力データを前記受信機から観察者へ
提供するように構成されるインタフェースとを有する少なくとも１つの観察者監視システ
ムと、を備えるコンピュータ化された監視システム。
【請求項５７】
　ユーザのデータを監視するためのコンピュータ化された監視システムであって、
　ユーザの口の略内部に嵌まるように構成される歯科用アプライアンスと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザの体温データを監視するように構
成される少なくとも１つの温度センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザにより経験される力を測定するよ
うに構成される少なくとも１つの力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、前記少なくとも１つの温度センサへ、かつ前記少なくとも１つの力
センサへ結合され、前記プロセッサは、前記少なくとも１つの温度センサから温度データ
を捕捉して処理するように構成され、かつ前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１
つの力センサから力データを捕捉して処理するように構成されるコンピュータ化された監
視システム。
【請求項５８】
　前記プロセッサへ結合される表示器をさらに備え、前記表示器は、前記プロセッサから
の温度表示および力表示のうちの少なくとも一方を表示するように構成される、請求項５
７に記載の監視システム。
【請求項５９】
　前記プロセッサへ結合される送信機をさらに備える、請求項５７に記載の監視システム
。
【請求項６０】
　前記プロセッサへ結合されるトランシーバをさらに備える、請求項５７に記載の監視シ
ステム。
【請求項６１】
　前記送信機は、前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ前記送信機は、前記プ
ロセッサからのデータを外部観察者監視システムへ無線送信するように構成される、請求
項５９に記載の監視システム。
【請求項６２】
　前記送信機は、前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、前記送信機は、前記プロセ
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ッサからのデータを前記送信機に近接して位置決めされるリピータへ送信するように構成
される短距離送信機であり、かつ前記リピータは、前記送信機からのデータを外部受信機
へ中継するように構成される、請求項５９に記載の監視システム。
【請求項６３】
　前記リピータは、ユーザにより着用される衣料品に組み込まれる、または付着される、
請求項６２に記載の監視システム。
【請求項６４】
　前記衣料品は、ヘルメット、履き物および装着型電子デバイスのうちの１つである、請
求項６３に記載の監視システム。
【請求項６５】
　前記送信機は、ユーザの口の外側に位置決めされ、前記送信機は、物理的接続を介して
前記プロセッサへ結合され、かつ、前記送信機は、前記プロセッサからのデータを外部観
察者監視システムへ無線送信するように構成される、請求項５９に記載の監視システム。
【請求項６６】
　前記物理的接続は、電気的接続、光学的接続および／または音響的接続のうちの少なく
とも１つを含む、請求項６５に記載の監視システム。
【請求項６７】
　前記物理的接続は、前記歯科用アプライアンスをユーザにより着用される衣料品へ結合
するテザーに組み込まれる、請求項６５に記載の監視システム。
【請求項６８】
　前記衣料品はヘルメットである、請求項６７に記載の監視システム。
【請求項６９】
　前記テザーは、前記歯科用アプライアンスと外部電源との間の電力接続を含む、請求項
６７に記載の監視システム。
【請求項７０】
　前記外部電源は、ソーラー電源、バッテリおよび燃料電池のうちの少なくとも１つであ
る、請求項６９に記載の監視システム。
【請求項７１】
　前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ気流方向データを測定して前記プロセ
ッサへ送信するように構成され、よって前記プロセッサがユーザの呼吸速度を計算できる
ようにする気流センサをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項７２】
　前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ空気圧力データを測定して前記プロセ
ッサへ送信するように構成され、よって前記プロセッサがユーザの呼吸速度を計算できる
ようにする空気圧力センサをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項７３】
　前記歯科用アプライアンスは、ユーザの口の外側へ広がるように構成される延長部も含
む、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項７４】
　前記延長部は、ユーザの唇および歯を保護するように構成される口唇保護具である、請
求項５７に記載の監視システム。
【請求項７５】
　前記延長部は、電源へ結合されるように構成される、請求項７３に記載の監視システム
。
【請求項７６】
　前記延長部は、周囲温度を測定するための温度センサを含む、請求項７３に記載の監視
システム。
【請求項７７】
　ユーザと、別のユーザおよび観察者のうちの少なくとも一方との間の音響通信を促進す
るように構成されるマイクロホンおよび音響トランスデューサをさらに備える、請求項５
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７に記載の監視システム。
【請求項７８】
　前記プロセッサは、前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、外部充電器から電
荷を受け入れるように構成される電力貯蔵デバイスへ結合される、請求項５７に記載の監
視システム。
【請求項７９】
　前記プロセッサは、前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、前記プロセッサと
の間でデータのアップロードおよびダウンロードを行うための外部観察者モニタへドッキ
ングするように構成される入出力デバイスへ結合される、請求項５７に記載の監視システ
ム。
【請求項８０】
　前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、ユーザの水分補給レベルを検出するよ
うに構成される水分補給センサをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項８１】
　前記歯科用アプライアンスに組み込まれ、かつ、ユーザの地理的位置を検出するように
構成される位置センサをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項８２】
　食用品を貯蔵し、かつ、放出するように構成されるレセプタクルをさらに備える、請求
項５７に記載の監視システム。
【請求項８３】
　前記プロセッサは、さらに、前記温度データおよび前記力データをクレンジングするよ
うに構成される、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項８４】
　少なくとも１つの歯科用アプライアンスを保存するように構成されるキャリングケース
をさらに備え、前記キャリングケースは、前記監視システムのための外部充電器から電荷
を受け入れるために電源へ結合される、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項８５】
　周囲放射線レベルを測定するように構成される放射線センサをさらに備える、請求項５
７に記載の監視システム。
【請求項８６】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
向性である、請求項６０に記載の監視システム。
【請求項８７】
　少なくとも１つのバイオハザード検出器をさらに備える、請求項５７に記載の監視シス
テム。
【請求項８８】
　少なくとも１つのケミカルハザード検出器をさらに備える、請求項５７に記載の監視シ
ステム。
【請求項８９】
　前記プロセッサへ結合されるパルスオキシメータをさらに備え、前記プロセッサは、さ
らに、ユーザの血中酸素飽和度を計算するように構成される、請求項５７に記載の監視シ
ステム。
【請求項９０】
　前記プロセッサへ結合されるカプノメータをさらに備え、前記プロセッサは、さらに、
ユーザの息内の二酸化炭素量を計算するように構成される、請求項５７に記載の監視シス
テム。
【請求項９１】
　ユーザの空気試料を捕捉し、かつ、解析するように構成される少なくとも１つの呼気セ
ンサをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項９２】
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　ユーザから唾液および空気のうちの少なくとも一方の試料を捕捉するための少なくとも
１つのレセプタクルをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項９３】
　前記プロセッサは、さらに、タイムスタンプをユーザからの前記試料に関連づけるよう
に構成される、請求項９２に記載の監視システム。
【請求項９４】
　ユーザの噛み込み圧縮からの運動エネルギーを利用するように構成されるキネティック
エナジャイザをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項９５】
　誘導エナジャイザをさらに備える、請求項５７に記載の監視システム。
【請求項９６】
　第２の監視システムによってデータおよび通知を無線式に送受信するケイパビリティを
さらに備える、請求項６０に記載の監視システム。
【請求項９７】
　前記延長部は、周囲空気圧力を測定するための大気圧センサを含む、請求項７３に記載
の監視システム。
【請求項９８】
　光レベルを測定するように構成される光センサをさらに備える、請求項５７に記載の監
視システム。
【請求項９９】
　ユーザの略口内へ嵌まるように構成される歯科用アプライアンスを用いてユーザのデー
タを監視するためのコンピュータ化された方法であって、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる少なくとも１つの温度センサを用いて、ユ
ーザの体温データを測定することであって、前記歯科用アプライアンスは、ユーザの略口
内へ嵌まるように構成されることと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる少なくとも１つの力センサを用いて、ユー
ザにより経験される力を測定することと、
　前記少なくとも１つの温度センサから前記温度データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプ
ライアンス内へ組み込まれるプロセッサを用いて、前記捕捉された温度データを処理する
ことと、
　前記少なくとも１つの力センサから前記力データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプライ
アンスの前記プロセッサを用いて、前記捕捉された力データを処理することを含むコンピ
ュータ化された方法。
【請求項１００】
　前記プロセッサからの温度表示および力表示のうちの少なくとも一方を提供することを
さらに含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記監視システムからデータを送信することをさらに含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０２】
　前記監視システム向けのデータを受信することをさらに含む、請求項９８に記載の方法
。
【請求項１０３】
　ユーザの血中酸素飽和度を計算することをさらに含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０４】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
向性である、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０５】
　周囲空気温度を測定することをさらに含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０６】
　光レベルを測定することをさらに含む、請求項９９に記載の方法。
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【請求項１０７】
　ユーザの呼吸速度を計算することをさらに含む、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０８】
　ユーザのデータを監視し、かつ、前記ユーザデータを観察者へ提供するためのコンピュ
ータ化された監視システムであって、
　少なくとも１つのユーザ監視システムであって、
　　ユーザの略口内へ嵌まるように構成される歯科用アプライアンスを有するユーザ監視
システムと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザの体温データを監視するように構
成される少なくとも１つの温度センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザにより経験される力を測定するよ
うに構成される少なくとも１つの力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサであって、前記プロセッサは、
前記少なくとも１つの温度センサへ、かつ、前記少なくとも１つの力センサへ結合され、
前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの温度センサから温度データを捕捉して
処理するように構成され、かつ、前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの力セ
ンサから力データを捕捉して処理するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサからの前記処理された温度データおよび前記処理された力データを送信
するように構成される送信機と、
　少なくとも１つの観察者監視システムであって、
　　前記ユーザ監視システムの前記送信機から前記処理された温度データおよび前記処理
された力データを受信するように構成される受信機と、
　　前記処理された温度データおよび前記処理された力データを前記受信機から観察者へ
提供するように構成されるインタフェースとを有する少なくとも１つの観察者監視システ
ムと、を備えるコンピュータ化された監視システム。
【請求項１０９】
　ユーザの略口内へ嵌まるように構成される歯科用アプライアンスを用いてユーザのデー
タを監視するためのコンピュータ化された方法であって、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるパルスオキシメータを用いて、ユーザの酸
素飽和度を測定することであって、前記歯科用アプライアンスは、ユーザの略口内へ嵌ま
るように構成されることと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる少なくとも１つの圧力センサを用いて、ユ
ーザに加えられる圧力を測定することと、
　前記パルスオキシメータから前記酸素飽和度データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプラ
イアンス内へ組み込まれるプロセッサを用いて、前記捕捉された酸素飽和度データを処理
することと、
　前記少なくとも１つの圧力センサから前記圧力データを捕捉し、かつ、前記歯科用アプ
ライアンスの前記プロセッサを用いて、前記捕捉された圧力データを処理することを含む
コンピュータ化された方法。
【請求項１１０】
　前記プロセッサからの酸素飽和度表示および圧力表示のうちの少なくとも一方を提供す
ることをさらに含む、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１１】
　前記監視システムからデータを送信することをさらに含む、請求項１０９に記載の方法
。
【請求項１１２】
　前記監視システム向けのデータを受信することをさらに含む、請求項１１１に記載の方
法。
【請求項１１３】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
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向性である、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１４】
　周囲空気温度を測定することをさらに含む、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１５】
　光レベルを測定することをさらに含む、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１６】
　ユーザの呼吸速度を計算することをさらに含む、請求項１０９に記載の方法。
【請求項１１７】
　ユーザのデータを監視するためのコンピュータ化された監視システムであって、
　ユーザの略口内へ嵌まるように構成される歯科用アプライアンスと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザの酸素飽和度を監視するように構
成されるパルスオキシメータと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザにより加えられる圧力を測定する
ように構成される少なくとも１つの圧力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサとを備え、前記プロセッサは、
前記パルスオキシメータへ、かつ、前記少なくとも１つの圧力センサへ結合され、前記プ
ロセッサは、前記パルスオキシメータから酸素飽和度データを捕捉して処理するように構
成され、かつ、前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの圧力センサから圧力デ
ータを捕捉して処理するように構成されるコンピュータ化された監視システム。
【請求項１１８】
　前記プロセッサへ結合される表示器をさらに備え、前記表示器は、前記プロセッサから
の酸素飽和度表示および圧力表示のうちの少なくとも一方を表示するように構成される、
請求項１１７に記載の監視システム。
【請求項１１９】
　前記プロセッサへ結合される送信機をさらに備える、請求項１１７に記載の監視システ
ム。
【請求項１２０】
　前記プロセッサへ結合されるトランシーバをさらに備える、請求項１１７に記載の監視
システム。
【請求項１２１】
　前記データ通信は、前記歯科用アプライアンスと外部観察者監視システムとの間で双方
向性である、請求項１２０に記載の監視システム。
【請求項１２２】
　周囲温度センサをさらに備える、請求項１１７に記載の監視システム。
【請求項１２３】
　前記歯科用アプライアンス内に組み込まれ、かつ、空気圧力データを測定して前記プロ
セッサへ送信するように構成され、よって前記プロセッサがユーザの呼吸速度を計算でき
るようにする空気圧力センサをさらに備える、請求項１１７に記載の監視システム。
【請求項１２４】
　光レベルを測定するように構成される光センサをさらに備える、請求項１１７に記載の
監視システム。
【請求項１２５】
　少なくとも１つのバイオハザード検出器をさらに備える、請求項１１７に記載の監視シ
ステム。
【請求項１２６】
　少なくとも１つのケミカルハザード検出器をさらに備える、請求項１１７に記載の監視
システム。
【請求項１２７】
　ユーザのデータを監視し、かつ、前記ユーザデータを観察者へ提供するためのコンピュ
ータ化された監視システムであって、
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　少なくとも１つのユーザ監視システムであって、ユーザの略口内へ嵌まるように構成さ
れる歯科用アプライアンスを有するユーザ監視システムと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザの酸素飽和度を監視するように構
成されるパルスオキシメータと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれる、ユーザにより加えられる圧力を測定する
ように構成される少なくとも１つの圧力センサと、
　前記歯科用アプライアンス内へ組み込まれるプロセッサであって、前記プロセッサは、
前記パルスオキシメータへ、かつ、前記少なくとも１つの圧力センサへ結合され、前記プ
ロセッサは、前記パルスオキシメータから酸素飽和度データを捕捉して処理するように構
成され、かつ、前記プロセッサは、さらに、前記少なくとも１つの圧力センサから圧力デ
ータを捕捉して処理するように構成されるプロセッサと、
　前記プロセッサからの前記処理された酸素飽和度データおよび前記処理された圧力デー
タを送信するように構成される送信機と、
　少なくとも１つの観察者監視システムであって、前記ユーザ監視システムの前記送信機
から前記処理された酸素飽和度データおよび前記処理された圧力データを受信するように
構成される受信機と、前記処理された酸素飽和度データおよび前記処理された圧力データ
を前記受信機から観察者へ提供するように構成されるインタフェースとを有する少なくと
も１つの観察者監視システムと、
を備えるコンピュータ化された監視システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、様々な生体測定データおよび環境データを、主として人であるユーザにより
装着される歯科用アプライアンスを介して監視するためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、マウスガードと、マウスガードに関連づけられる温度検出ユニットと、
温度検出ユニットに応答する表示器ユニットとを含む体温監視システムを開示している。
表示器ユニットは、温度検出ユニットにより検出される体温が予め選択された範囲を外れ
ているかどうかを表示する。表示器ユニットは、温度検出ユニットが予め選択された範囲
を外れている１つまたはそれ以上の温度を検出すると作動するようにプログラムされ得る
。ある実装において、表示器ユニットは、複数の一連の温度読取り値を受信して、どの温
度が有効で、どの温度が無効であるかを決定し、かつ、有効な温度を平均する。また、上
述のデバイスに類似する人の体温の監視方法も開示されている。また、この特許文献１は
、デバイスユーザに対する機械的（無線または有線式）、音響的、視覚的および物理的手
段を介する温度データの監視方法も開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７，４８１，７７３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、一人または複数のユーザの様々な生体測定データ、およびその個々の環境
における環境データを監視することができる改良されたリアルタイム監視システムが緊急
に必要とされていることは明らかである。この改良された監視システムは、監視セッショ
ンの前、中、後において個々の安全性およびパフォーマンスを向上させる。
【０００５】
　監視システムは、１つまたは複数の材料で製造され、かつ、個々人の口内に様々な位置
合わせ、場所および形態要素で置かれることが可能な口腔アプライアンスにおいて具現さ
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れる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を達成するために、本発明に従って、生体測定および環境パラメータを監視
するためのシステムおよび方法を提供する。
【０００７】
　例えば、これらの監視システムおよび方法は、コーチ、トレーナ、監督者または保護者
等の個々のユーザおよび／または観察者が、一人または複数のユーザをリアルタイムで、
またはイベント後に詳しく監視することを可能にする。監視の目的は、競技、職場、家庭
、軍隊、消防およびレクリエーションを含む様々な状況において個々の安全性およびパフ
ォーマンスを高めることにある。
【０００８】
　一実施形態において、コンピュータ化されたユーザ監視システムは、ユーザの略口内へ
嵌め込まれるように構成される歯科用アプライアンスを含む。歯科用アプライアンスは、
１つまたは複数の温度センサを含む。歯科用アプライアンスは、力センサ、圧力センサお
よび／または生体測定センサ等の１つまたは複数の追加センサを含んでもよい。また、歯
科用アプライアンスは、温度センサおよび他のセンサへ結合されるプロセッサも含む。ま
た監視システムは、プロセッサへ結合された視覚的、触覚的および／または聴覚的表示器
を含む１つまたは複数のディスプレイ技術も含む場合がある。
【０００９】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、ユーザが装着する外部監視システムへデ
ータを送信するための送信機を含み、よってユーザは自らの健康および／またはパフォー
マンスを追跡し、かつ、広範な条件下でリアルタイムに注意が喚起され、これにより、個
人が任意の適切な措置を講じることが可能になる。この外部監視システムは、ユーザがそ
の健康、パフォーマンスおよび適応度をさらに強化するために主要管理点、傾向および生
理学的イベントを含む固有データの解析を再検討し、処理し、かつ、実行できるようにす
るデータ記憶ケイパビリティを含む。
【００１０】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、外部観察者監視システムへデータを送信
するための送信機を含み、それにより観察者は、一人または複数のユーザの健康および／
またはパフォーマンスを追跡し、かつ、広範な条件下でリアルタイムに注意を喚起するこ
とができ、観察者が任意の適切な措置を講じることが可能になる。この外部観察者監視シ
ステムは、観察者がさらなる再検討、処理、解析および傾向のためにユーザのデータを再
検討し、かつ、さらに評価できるようにするデータ記憶ケイパビリティを含む。
【００１１】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、観察者監視システムへ情報を送信しおよ
び／または観察者監視システムからユーザ監視システムへ情報を送信するためのトランシ
ーバを含む。
【００１２】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、歯科用アプライアンス内の唾液等の流体
および／または気体試料を捉えるためのチャンバを含む。事例によっては、追加的材料は
、流体および気体試料の捕集および保存を促進するために口腔アプライアンスへ追加され
てもよい。捕集された試料は、局所的に歯科用アプライアンス内でおよび／または遠隔的
に実験室内で解析されてもよい。
【００１３】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、酸素、二酸化炭素を含む所定の化合物の
量および／またはアルコールの存在を測定するセンサを含む。
【００１４】
　本発明の上述の様々な特徴は、単独で、または組み合わせて実施されてもよいことに留
意されたい。以下、本発明のこれらの、または他の特徴について、本発明の詳細な説明に
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おいて、かつ、添付の図面に関連してより詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　次に、本発明をより明確に確認できるように、幾つかの実施形態を、添付の図面を参照
して例示的に説明する。
【図１】本発明による、ユーザ監視システムの一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１の実施形態のコンポーネントを示す分解図である。
【図３】図１の実施形態の平面図、正面図および側面図である。
【図４】本発明による前記実施形態のシステムコンポーネントを示す、ユーザ監視システ
ムの別の実施形態の分解図である。
【図５】本発明による、ユーザ監視システムの別の実施形態を示す斜視図である。
【図６】本発明による前記実施形態のシステムコンポーネントを示す、ユーザ監視システ
ムの別の実施形態の分解図である。
【図７】本発明による、処理回路のカスタム化可能機能を示す線図である。
【図８】双方向通信手段を介して生体測定データおよび環境データを収集し、かつ、共用
するユーザ監視システムおよび観察者監視システムを示す。
【図９】成形および保管における使いやすさの保証に寄与する一方で、ユーザに合わせた
成形および嵌合を改善する、本発明によるユーザ監視システムのケースを示す。
【図１０】運動選手および関連の観察者に適用可能な実施形態による本発明の概要を示す
。
【図１１】本発明による、ユーザ監視システムの誘導電荷ケースを示す。これは、誘導的
に荷電される監視システムである。
【図１２】アプライアンス用電源を発生するための、アプライアンスの噛み下ろしからの
運動エネルギーを示す。
【図１３】ユーザ監視システムの別の実施形態を示し、本発明によるパルスオキシメータ
技術を示している。［００２８］
【図１４】ユーザ監視システムの別の実施形態を示し、本発明によるカプノグラフ技術を
示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明を、添付の図面に示されているようなその幾つかの実施形態を参照して詳
しく説明する。以下の説明では、本発明の実施形態の完全な理解を図るために、幾つかの
特有の詳細について述べる。しかしながら、実施形態が、これらの特有の詳細の幾つか、
または全てを用いることなく実装され得ることは、当業者にとって明らかであろう。他の
例では、本発明を不必要に曖昧にしないように、周知のステップおよび／または構造につ
いては詳述していない。実施形態の特徴および優位点は、以下の図面および論考を参照す
ることによって、より良く理解されるであろう。
【００１７】
　本発明は、職場およびスポーツまたはレクリエーション施設等の様々な場所における一
人または複数のユーザに関連する様々な生体測定データおよび環境データを監視し、ユー
ザおよび／またはコーチ、トレーナ、両親または監督者等の一人または複数の観察者がこ
れらのユーザの健康およびパフォーマンスを監視できるようにするためのシステムおよび
方法に関する。論考を容易にするために、図１は、本発明によるコンピュータ化された監
視システム１００の一実施形態を示す斜視図である。図２は、図１の実施形態のコンポー
ネントを示す分解図である。図３は、図１の実施形態の平面図、正面図および側面図を示
す。
【００１８】
　また、本発明の一実施形態による例示的実装８００を示す図８も参照すると、１つまた
は複数の（ユーザ）監視システム８１１、８１２．．．８１９は、例えばスマートフォン
８２０に実装される少なくとも１つの（外部）観察者監視システムと通信し、前記少なく
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とも１つの（外部）観察者監視システムは、例えばインターネットのようなコンピュータ
化されたネットワーク８３０を介して任意選択の記憶システム８４０と通信していてもよ
い。監視システム１００は、歯科用アプライアンス１１０を含み、歯科用アプライアンス
１１０は、保護カバー１８０により遮蔽されるプロセッサ１４０を収容するための窪んだ
区画１１１を有する。このバックエンドレポジトリは、データを収容して蓄えるだけでな
く、規範データ、個別データの捕捉および監視システムからの捕捉データを基礎とする経
時的変化の追跡、およびこれらと気象条件および時刻のような他のデータとの組合せを含
む、但しこれらに限定されない複数の解析のためのビヒクルおよび基礎も提供する。デー
タは、他の個人のプロファイルと組み合わせることができる個人の身体タイプ、身体活動
およびポジションを基礎として個々のプロファイルに統合され、類似する個人によるチー
ムのプロファイルまたはグループプロファイルが生成される。歯科用アプライアンス１１
０の例には、マウスガード、マウスピース、義歯、デンタルフリッパ、ブレース、リテー
ナ、初動要員の呼吸用マウスピース、人工呼吸器のマウスピース、いびき対策用および歯
ぎしり用マウスピース、乳児のおしゃぶりおよびスキューバおよびシュノーケリング用マ
ウスピースが含まれる。したがって、ユーザの要件に応じて、下顎、上顎または上下の顎
構造に合わせた多くの様々な（全てが示されているわけではない）歯科用アプライアンス
１１０を生成することができる。
【００１９】
歯科用アプライアンス１１０の内側および／または表面には、１つまたは複数のセンサが
戦略的に位置決めされる。例えば、センサ１４２は、図２のプロセッサ１４０の実施形態
に示されているように、ＰＣＢ１４４の延設部上に位置決めされることが可能である。
【００２０】
　歯科用アプライアンス１１０は、意図される用途に応じて、柔軟性、重量および柔らか
さを併せ持つ様々な材料から製造されることが可能である。また、歯科用アプライアンス
１１０が、例えば半変形可能な状態まで加熱されることが可能であるように熱成形可能材
料を用いて部分的に手が加えられ、次に、特定のユーザの口内へ置いてその特定のユーザ
の口腔輪郭に半永久的に適合されることも可能である。歯科用アプライアンス１１０は、
「ボイルアンドバイト」タイプを含んで部分的に手を加えることも可能である。また、歯
科用アプライアンス１１０は、ユーザの歯および顎で作製された金型を用いて完全にカス
タマイズすることが可能である。歯科用アプライアンス１１０の代替成型要素には、ステ
ンレス鋼、プラスチックおよび／またはシリコンを含む様々な材料で作製される矯正リテ
ーナまたは類似デバイスのような薄型デバイスが含まれる。
【００２１】
　歯科用アプライアンスの「ボイルアンドバイト」プロセスは、歯科用アプライアンスと
、特定の歯科用アプライアンス設計および材料組成の要件に合わせて特別に設計される歯
科用アプライアンス保存ケースとをペアにすることにより強化することが可能である。「
ボイルアンドバイト」プロセスは、ユーザによる歯科用アプライアンスの嵌め込みおよび
快適さを援助する。
【００２２】
　以後の論考を容易にするために、図９は、監視システムのための歯科用アプライアンス
保存ケース９００の平面図、正面図および側面図を示し、保存ケース９００は、外側のコ
ンパートメント９１２に嵌まるベースコンパートメント９１０を含み、外側のコンパート
メント９１２は、ベースコンパートメントを保持する。歯科用アプライアンス１１０は、
ベースコンパートメント９１０内に置かれ、ベースコンパートメント９１０が外側のコン
パートメント９１２内へ滑動する。この保存ケースは、持ち運びやすさ、および片付けや
すさを目的として単一の保存ケーススタックを生成するために、カプラ９１３を介して他
の保存ケースに付着する。このケース９００は、先に述べたボイルアンドバイトの実施形
態を実装するためのプラットフォームとしても機能する。ケース９００の優位点には、正
確な量の沸騰水を準備すること、高熱に曝される間に歯科用アプライアンス１１０内部に
埋め込まれた電子コンポーネントを保護すること、およびカスタマイズされたユーザ適合
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度を提供することが含まれる。水は、化学洗浄／消毒液を含む、当業者に周知の適切な代
替液で置換され得ることに留意されたい。
【００２３】
　保存ケース９００は、次のコンポーネントのうち、１つまたはそれ以上を含んでもよい
。
１．歯科用アプライアンス１１０を保存するためのベースコンパートメント９１０。
２．ベースコンパートメント９１０を入れるための外側のコンパートメント９１２。この
外側のコンパートメント９１２には、歯科用アプライアンス１１０上へ注がれる煮沸され
るべき適切な水量をユーザに示す「水線」９１７表示が可視的に記されている。また、外
側のコンパートメント９１２は、ベースコンパートメント９１０内の沸騰水内で既定時間
が経過した後に歯科用アプライアンス１１０を沸騰水から氷浴へ移らせるための冷却トレ
イとしても機能する。
３．外側のコンパートメント９１２からベースコンパートメント９１０内の歯科用アプラ
イアンス上へ水を注ぐ際の手助けをする外側のコンパートメント９１２上の注出口９１４
。
４．ベースコンパートメント９１０内に置かれた歯科用アプライアンス１１０上へ注がれ
る沸騰水の扱いを手助けする外側のコンパートメント上の着脱式取っ手９１５。
【００２４】
　カプラ９１６は、着脱式取っ手が外側のコンパートメント９１２から外され、次に、ア
プライアンス１１０をベースコンパートメント９１０内で沸騰水に浸された後にベースコ
ンパートメント９１０から回収することを可能にし、これにより、ユーザは熱水からさら
に保護される。
【００２５】
　実施形態によっては、歯科用アプライアンス１１０１は、図１１に示されているように
、誘導エネルギー（電力）伝達を用いて再充電されることが可能である。誘導エネルギー
伝達は、無線エネルギー伝達または誘導電力捕捉としても知られる。アプライアンス１１
０１は、電磁場を用いて電源１１０３からアプライアンス１１０１へ電力を無線式に送る
誘導電源１１０３から再充電されることが可能である。故に、電源１１０３の誘導コイル
（不図示）は、アプライアンス１１０１がケース１１８０内で誘導電源１１０３上に置か
れると、アプライアンス１１０１の充電器ポート１１０２の表面へ非接触で磁気的に結合
される。これにより、アプライアンス１１０１の電子機器を外部環境に露出させることな
く、アプライアンス１１０１が体温測定値を提供すること、または再充電されることが可
能になる。
【００２６】
　図１２に示されているように、実施形態によっては、歯科用アプライアンス１２００は
、ユーザの口内でのアプライアンス１２００の正常な装着の過程で、ユーザがアプライア
ンス１２００を噛むことにより発生するエネルギーを捕捉し、かつ、変換することによっ
て再充電されることが可能である。一般的な咀嚼は、後方歯上で圧力約６８ポンド／平方
インチを発生することができる。歯を噛みしめれば、この力は、約１５０ポンド／平方イ
ンチまで高まる場合がある。このエネルギーは、ばね１２１２、１２１４等のデバイスに
吸収され、かつ、アプライアンス１２００へ電力を供給するための電気エネルギーに変換
されることが可能である。
【００２７】
　実施形態によっては、センサは、温度センサを含む。その他、監視システム１００への
組み入れに適するセンサには、起動センサ、動きセンサ、位置センサ、力センサ、光セン
サ、放射線センサ、圧力センサ、大気圧センサ、パルス・オキシメータ・カプノグラフ、
気流センサ、アルコール検知器および／または唾液センサが含まれるが、この限りではな
い。したがって、ユーザ監視システム１００および関連の生体測定データ処理方法は、セ
ンサおよびデータ処理の多重化を可能にする。
【００２８】
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　起動センサは、ユーザ監視システム１００の電力要件および電力消費量を管理する上で
有益である。
【００２９】
　ジャイロスコープおよび加速度計等の動きセンサは、トレーニングセッションまたはゲ
ームの間の各ユーザの動き、速度および方向を測定する上で有益である。このデータは、
各ゲームの間に、活動レベルまたは作業量、健康レベル、記銘力、反応時間を含む様々な
測定値を測定し、かつ、評価するために使用されることが可能であり、よって、リアルタ
イムのフィードバックを提供することができ、かつ、必要であれば、矯正を行い、かつ、
活動後解析をコンピューティングすることができる。動きセンサのデータは、ユーザのよ
り豊富な生体プロファイルを提供して、危険、有害な、または保護されたエリアを含む、
但しこれらに限定されない回避されるべき物理的／地理的ロケーションに接近している場
合があるユーザに警告を発するために、温度および呼吸センサ等の他のセンサから収集さ
れるデータと組み合わされることが可能である。
【００３０】
　位置センサおよび／またはレシーバは、例えばコーチ、トレーナ、監督者、マネージャ
および／またはユーザである観察者がそのチームの選手または作業者のロケーション、動
作、加速およびポジションを追跡している際の、サッカー選手、アメリカンフットボール
選手、軍人または消防士等の様々な特化されたチームメンバのチーム凝集力、防護および
有効性の強化に貢献することができる。また、チームメンバの位置追跡は、例えばサッカ
ーまたは陸上ホッケーの「オフサイド」規則違反、または立入禁止区域への進入も最小限
に抑えることができる。位置センサのデータは、ユーザのより豊富な生体プロファイルを
提供して、危険な、有害な、または保護されたエリアを含む回避されるべき区域に接近し
ている場合があるユーザに警告を発するために、温度および呼吸センサ等の他のセンサか
ら収集されるデータと組み合わされることが可能である。
【００３１】
　加速度計およびジャイロスコープを含むＧ力センサ等の力センサは、ユーザの頭部へ方
向づけられた打撃数を検出する上で有益であり、かつ、各ゲームの間、または複数のゲー
ムを通じた潜在的震とう性打撃の累積数の計算にも使用されることが可能である。これは
、観察者が、度重なる脳損傷を受ける前にユーザを交代させることを可能にし、これによ
り、健康および安全が以前は叶わなかった方法で略増大される。このような特徴は、ラグ
ビー、アメリカンフットボール、サッカー、武術およびこれらに類似するもの等の、頭部
への打撃が日常的である接触性スポーツ、軍人および救急隊員において特に重要である。
脳の揺さぶり（意識消失を引き起こす震とうを除く）が度重なると、時と共に、神経細胞
、神経相互接続および血管を含む繊細な脳組織への永久的損傷を引き起こす可能性がある
、という医学的証拠が存在する。力センサにより、観察者は、方位変化量を基礎として選
手の活動レベルを決定できるようになる。
【００３２】
　圧力センサは、ユーザが、歯科用アプライアンス１１０をその適切な配置を保証するに
足る量の力で噛み込んでいるかどうかを検出することができ、これにより、ユーザの顎お
よび歯の最適な保護が確実に行われる。圧力センサは、歯科用アプライアンス１１０が正
確な生体測定および／または環境データを取得するために適切に位置合わせされているか
どうかを決定するために、１つまたは複数個で使用されうる。したがって、正しい位置合
わせが検証される前に取得されたデータは、少なく重み付けされるか、完全に廃棄される
場合がある。また、圧力センサは、例えば、ユーザが、既往状態に起因しておよび／また
はスポーツ／作業活動に起因して一時的であっても意識を失う、または発作を起こす場合
に、医学的問題を迅速に検出する際の手助けをすることもできる。圧力センサは、ストレ
スを推測して歯ぎしりおよび顎の食いしばりを測定するために使用されることが可能であ
る。呼吸または気流センサ等の他のセンサと組み合わせて使用される圧力センサは、健康
上の変化を検出するために利用可能なデータを増加させることができる。また、圧力セン
サは、顎の動きによる擦りあわせ、食いしばりまたは他の状態を識別するためにも使用さ
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れうる。
【００３３】
　また、例えば圧力センサ、光センサおよび／または動き（力）センサであるこれらのセ
ンサのうちの１つまたはそれ以上は、システムの起動およびシステム電力の節約を目的と
する使用および不使用を検出するためにも使用されることが可能である。例えば、歯科用
アプライアンス１１０が取り外されていれば、不活動表示を用いて低電力またはスリープ
モードがトリガされることが可能であり、これにより、電源の寿命は延長される。
【００３４】
　歯科用アプライアンスのタイプおよび形状に応じて、歯科用アプライアンスとユーザの
口の特定部分との間にはさほど隙間がないはずであることから、光センサおよび／または
光学カメラも、歯科用アプライアンス１１０の適正な配置を保証する際の手助けをするこ
とができる。また、光センサおよび／またはカメラは、ユーザの口が開いているか、部分
的に開いているか、閉じているかを検出することもできる。また、光センサおよび／また
はカメラは、特に、ユーザが口で激しく息をしていれば、ユーザの呼吸数の測定に際して
も手助けをすることが可能である。
【００３５】
　先に述べた例示的センサが、特に圧力センサの周囲で適正に機能することを保証するた
めには、歯科用アプライアンス１１０をユーザの口内で固定された状態に保つことが重要
である。故に、ユーザの口への接着性を向上させる方法は、粘着性のマイクロファイバ、
吸着カップ、歯科用接着剤およびマウスピースの咬合プレートへ付着するマウスピースの
脱着式インサートを含み、かつ、上顎および／または下顎上のユーザの歯に合わせてカス
タム成形するための成形可能材料を含む。
【００３６】
　ユーザの、例えばアプライアンス１１０である歯科用アプライアンスが正しく配置され
ていない場合に、さらにこれらのセンサの適正な機能を保証するために、監視システム１
００内には、ユーザおよび／または観察者にユーザの口内のこのような誤留置、またはマ
ウスピース動作電力の不足を知らせることができるようにする警報表示器が埋め込まれる
。
【００３７】
　また、ユーザの安全に加えて、先に述べたこれらの例示的センサは全て解析ツールボッ
クスのための重要なデータも提供し、ユーザおよび／または観察者が、より優れたリアル
タイムおよび／またはイベント後解析を客観的に実行すること、かつ、一定期間に渡って
収集される包括的、かつ、客観的なデータセットを基礎としてユーザのパフォーマンスを
建設的に批評することを可能にする。収集されたデータを基礎として、全体的なシステム
ケイパビリティを高めるために、特定のユーザ、ユーザグループまたは全ユーザ人口のた
めのプロファイルを規定する評価、解析および／または診断戦略を展開することができる
。また、体型、栄養状態、一般的な健康問題および環境条件を含む規範データを生成する
ために、より広範な母集団に渡って生データおよび／または処理データを集めることもで
きる。したがって、データは、全体として、または部分的に、例えばアプライアンス１１
０である歯科用アプライアンス上で局所的におよび／または例えばコンピュータ化された
記憶デバイス８４０である外部デバイス上で遠隔的に、または様々なロケーションに存在
する可能性がある。また、データは、例えばシステム１００であるユーザ監視システム、
観察者監視システムおよび／またはデバイス８４０である外部記憶デバイス間で転送され
、かつ、共用されることも可能である。
【００３８】
　図７は、本発明による、ユーザ監視システム１００の１つまたは複数のカスタム化可能
機能を示す線図である。スポーツ、健康管理、軍事または職場の何れであるかに関わらず
、ユーザ固有の使用用途を基礎として、例えば起動センサ７１０、動きセンサ７２０、・
・・、唾液センサ７８０であるセンサは、診断ケイパビリティを組み込むことができ、か
つ、タイプ別に単独で、または１つまたは複数のセンサと組み合わせて使用されることが
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可能である。所望される構成を基礎として、マイクロプロセッサ７９０は、例えば生デー
タを処理し、無効なデータポイントを排除またはスケーリングし、かつ、データがそのユ
ーザの既知の関心エリアへと向かう時点を指示することができる。故に、コンピュータ化
された監視システム１００は、予想される使用法および所望される監視されるべきデータ
を基礎として、容易にカスタマイズされることが可能である。
【００３９】
　また、実施形態によっては、コンピュータ化された監視システム１００は、プロセッサ
１４０へ結合される送信機（不図示）も含む場合があって、システム１００は、個々のユ
ーザおよび／または外部観察者監視システム（不図示）へデータを送信することが可能に
され、これにより、個々のユーザおよび／またはユーザの人である観察者は、ユーザ監視
システム１００により捕捉されるユーザの生命徴候、生体測定データ、パフォーマンスデ
ータおよび環境データを受信し、かつ、解析することができるようになる。外部観察者監
視システムは、データを２つ以上のユーザ監視システムから同時に受信し、かつ、処理す
ることができる場合がある。また、外部および／またはユーザ監視システムも、気象通報
、規範データおよび履歴データ等のデータを外部ソースから受信し、かつ、処理すること
ができる場合もある。
【００４０】
　実施形態によっては、送信機は、ユーザの口内に位置決めされ、かつ、データを直接ユ
ーザ監視システム１００および／または観察者監視システムへ無線送信することができる
。他の実施形態では、ユーザの口内に位置決めされる送信機の信号強度要件を最小限に抑
えるために、監視システム１００は、ユーザにより装着され、かつ、その制服、衣服、靴
または他の着用可能アイテムに組み入れられることが可能である、例えば、ベルト上に装
着され、一片の衣類または靴に装着され、耳栓に組み入れられ、腕時計のパーツとして包
含され、またはヘルメット内に組み入れられることが可能である、任意選択のリピータ（
不図示）も含む。リピータは、歯科用アプライアンス１１０に比較的近接して存在する。
このリピータは、歯科用アプライアンス１１０から比較的弱い信号を受信し、次いでデー
タを比較的強めの信号強度で幾分かの距離を隔てて位置決めされる観察者監視システムへ
、例えば競技場からサイドラインへ、または２～３００ヤード以内に離れて位置決めされ
ている可能性のあるスタジアム内の囲いのある観覧ブースへ中継するように構成される。
また、データは、ユーザ監視システム１００により、外部観察者監視システムへ結合され
るまで、または外部観察者監視システムの送信範囲内に至るまで捕捉され、かつ、キャッ
シュされることも可能である。
【００４１】
　別の実施形態において、送信機は、ユーザのヘルメット内等、ユーザの口より外に位置
決めされるように構成される。この構成では、送信機は、電気的接続、光学的接続および
／または音響的接続を介してプロセッサ１４０へ結合されることが可能である。この接続
は、機械的応力および衝突保護、および信号シールドも提供できる任意選択のテザーに組
み入れられることが可能である。
【００４２】
　また、実施形態によっては、歯科用アプライアンス１１０は、口の外側から見えるよう
に構成され、かつ、全体的な状態を表示し得る１つまたは複数の可視的表示器（不図示）
も含む。例えば、緑色のＬＥＤは、全てのユーザパラメータがそのユーザの既定の「正常
」範囲内にあることを示してもよく、一方で、黄色のＬＥＤは、１つまたは複数のユーザ
パラメータが「正常」範囲を僅かに超えていて、要注意である場合があることを示しても
よい。逆に、赤色のＬＥＤは、１つまたは複数のユーザパラメータが「正常」範囲をかな
り超えていて、ユーザおよび／または観察者による即時的注目を必要とすることを示して
もよい。光ファイバは、電力消費量を減らすために使用されてもよく、かつ、歯科用アプ
ライアンス１１０の外向きの縁上に可視光のより広範な拡散を提供してもよい。
【００４３】
　可視的表示器に加えて、またはその代わりに、監視システム１００は、聴覚的表示器（
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例えば、スピーカ）、触覚的表示器（例えば、バイブレータ）および／または味覚ベース
の表示器（例えば、苦味、酸味および／または甘味）等の非視覚的合図を与える外部表示
器を含んでもよい。非視覚的合図は、ユーザ向けの低強度の合図であること、またはユー
ザおよび観察者双方向けのより高い強度の合図であることが可能である。
【００４４】
　また、歯科用アプライアンス１１０へは、テザーを介して外部電源（不図示）を提供す
ることも可能であり、ユーザは、ユーザの服装へ取り付けられる、または組み入れられる
より大きい外部電源を用いることができるようになる。潜在的な外部電源には、バッテリ
、太陽電池および小型燃料電池が含まれる。また、ユーザの咬合力または頭部動作からエ
ネルギーを回収することも可能である。また、これらの携帯用外部電源を再充電すること
も可能である。
【００４５】
　図１を参照すると、空胴１１２ａ、１１２ｂは、ユーザが口を閉じた位置で呼吸できる
ようにする。また、これらの空胴１１２ａ、１１２ｂは、ユーザがボトル（不図示）等の
外部容器から流体を飲むためのハイドレーションチューブ等のデバイスを挿入する手助け
をすることもできる。
【００４６】
　歯科用アプライアンス１１０は、空胴１１２ａ、１１２ｂに近接する、かつ、気流方向
データを測定してプロセッサ１４０へ送信するように構成される１つまたは複数の気流セ
ンサ（不図示）も含んでもよく、これにより、プロセッサ１４０は、歯科用アプライアン
ス１１０が、生体測定データを正確に収集するために、並びに経時的な気流方向の律動的
変化速度を基礎としてユーザの呼吸数を計算するために正しく位置合わせされていること
を確立することができるようになる。あるいは、歯科用アプライアンス１１０には、空気
圧の周期的変化を測定するための空気圧力センサ（不図示）が組み込まれることが可能で
あり、この周期的変化は、次に、ユーザの呼吸数に転置されることが可能である。また、
空気の容積、方向および圧力データも、容量および効率等の肺機能を推測するために使用
されることが可能である。また、呼吸関連の生体測定データを測定するための、例えばユ
ーザの呼吸を用いてアルコールレベルを測定することを含む、但しこれに限定されない他
の携帯用手段も、本発明に従って企図される。
【００４７】
　次に、図４を参照すると、ユーザ監視システム４００の別の実施形態の分解図は、サブ
アッセンブリ、即ち、歯科用アプライアンス４１０、プロセッサ４４０、保護カバー４５
０および食用媒体４６０を示している。歯科用アプライアンス４１０は、保護カバー４５
０へ結合され、保護カバー４５０は、栄養補給剤、薬剤、抗菌精油、香辛料およびハーブ
、抗菌剤、電解質、ビタミン、刺激物および香味等の様々な食用および消化のよい物質の
うちの１つまたはそれ以上を蓄え、かつ、放出するように構成される１つまたは複数のレ
セプタクル４５５を含む。物質を放出するタイミングおよび適量は、競輪選手が垂直な１
０００フィートを上ろうとする際にユーザの舌を用いて検量された投与量のカフェインま
たはＧｏｏ（商標）のための圧力センサを起動する等、ユーザおよび／または観察者によ
って手動制御されることが可能である。また、手動制御に加えて、またはその代わりに、
放出の予定および適量は、例えば医療および／または栄養プログラムに従ってプログラム
されることも可能である。医療および／または栄養プログラムに加えて、食用物質を蓄え
るこの能力は、歯科用アプライアンス４１０が、ユーザにとって潜在的に有害である細菌
の増殖および微生物の増殖を抑止することを可能にする。故に、これらの例を所与として
、物質の放出は、明らかに、広く栄養、医療、レクリエーションおよび／または伝達を目
的とするものであり得ることが企図されている。また、歯科用アプライアンス４１０は、
ユーザに関する追加的な診断評価情報を提供するために唾液に反応する交換可能、かつ、
使い捨ての媒体ストリップ４６０も含むことが可能である。この交換可能、かつ、使い捨
ての媒体ストリップ４６０は、監視システム４００の別個の任意選択機能である。
【００４８】
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　実施形態によっては、ユーザは、監視システム１００をその口から取外し、かつ、歯科
用アプライアンス１１０をドッキングステーション（不図示）に近接して置いて、データ
を無線式に、またはコネクタを介してダウンロードすることができる。また、ドッキング
システムは、例えば電気コネクタを介して、または誘導結合を介して、監視システム１０
０の充電ステーションとして機能することもできる。
【００４９】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、ユーザ監視システムがユーザ監視システ
ムを導電式および／または誘電式に充電する能力を含む保存ケースまたは他の充電ステー
ションに配置されることを可能にする方法で、充電式バッテリと共に実装されることが可
能である。ユーザ監視システムの保存ケースは、標準的な口腔アプライアンス保存ケース
における保存および保護という伝統的な利点を実行するが、１つまたは複数のバッテリお
よび／またはユーザ監視システムを再充電し、並びにユーザ監視システムにより収集され
るデータの記憶、バックアップおよび／または送信を促進するに足る設計および電源も有
する。
【００５０】
　また、保存ケースは、ユーザ監視システムを清浄するために、ＵＶ光、高温スチームま
たは他の消毒技術等の追加機能も含むことが可能である。また、保存ケースは、ユーザの
口内に装着されている間にユーザ監視システムにおいて収集される流体試料および空気試
料を抽出し、かつ、解析するための適切なセンサも含むことが可能である。保存ケースは
、ユーザ監視システムからの有線または無線データを受信するためのおよび／またはユー
ザ監視システム上で収集されるデータを観察者監視システムまたは別のユーザ監視システ
ムへ、またはコンピュータネットワークへ無線周波数送信するためのハブとしても使用さ
れることが可能である。ドッキングステーションは、保存ケースの形式であることが可能
である。また、ドッキングステーションは、チーム設定における複数の監視システムを充
電するために、複数のドッキングベイを含むことも可能である。
【００５１】
　ユーザ監視システム５００を示す図５に示されているようなさらに別の実施形態におい
て、任意選択の口唇保護具５６０は、歯科用アプライアンス５１０へ機能的に接続され、
ユーザの口の外側へ延びている。口唇保護具５６０は、やはり流体分配チューブまたは流
体の流れを制御する「ダボ」の付いたより伝統的な流体容器等のデバイスの使用を促進し
得る１つまたは複数の空胴５６６を含むことが可能である。口唇保護具５６０は、歯科用
アプライアンス５１０へ結合される、例えば歯科用アプライアンス５１０へ差し込まれる
、またはカチッと嵌められるアタッチメント５６７によって固定されることが可能である
。アタッチメント５６７は、歯科用アプライアンス５１０のユーザの口への挿入および取
出しを補助するためのガイドとして作用する。
【００５２】
　口唇保護具５６０およびアタッチメント５６７は、周囲温度、雑音レベル、湿度および
大気圧力等の環境データを取得するための追加センサを収容することもできる。口唇保護
具５６０およびアタッチメント５６７は、監視システム５００の電源も収容することがで
き、、かつ、着脱可能式であってもよい。実施形態によっては、口唇保護具５６０および
アタッチメント５６７はプロセッサを収容することができるが、センサは、歯科用アプラ
イアンス５１０により収容される。
【００５３】
　また、口唇保護具５６０は、光、英数字ディスプレイ、グラフィックディスプレイおよ
びオーディオディスプレイを含む様々なディスプレイ技術も含むことが可能である。
【００５４】
　かなり若いユーザおよびかなり老齢のユーザの場合、口唇保護具５６０およびアタッチ
メント５６７は、歯科用アプライアンス５１０の着脱を補助するものとしても機能するこ
とが可能である。また、口唇保護具３６０のベント５６６に嵌まるように構成される、ま
たは歯科用アプライアンス１１０へ直に嵌まるように構成される任意選択の外部キー（不
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図示）も、ユーザの口への歯科用アプライアンス１１０の着脱を補助することができる。
【００５５】
　図６に示されているようなさらに別の実施形態において、ユーザ監視システム６００は
、（ユーザの上顎に対比して）ユーザの下顎に嵌まるように構成される、保護カバー６８
０により遮蔽されるプロセッサ６４０を収容するための窪んだ区画６９０を有する歯科用
アプライアンス６１０を含む。
【００５６】
　ユーザ監視システムに対する別の機能強化は、ユーザの上顎と下顎とに嵌まる歯科用ア
プライアンス間の互換性である。所定のアプリケーションでは、どちらの位置にも装着さ
れることが可能な単一のユーザ監視システムを有することがユーザに利する場合がある。
この交換可能性およびやりとりする能力は、本発明により企図されている。
【００５７】
　実施形態によっては、実行している活動の性質、または所定の状況における上顎への配
置か下顎への配置かの選好に応じて、一人のユーザが２つ以上のユーザ監視システムを有
する場合がある。故に、ある特定の個人に対して、２つのユーザ監視システムがペアにさ
れてもよい。したがって、一人のユーザ用に指定された複数のユーザ監視システムが、デ
ータを１つまたは複数の受信ソースへ無線送信してもよい。一人のユーザに指定されたユ
ーザ監視システムの各々からのデータは、集められることも、別々に保持されることも可
能である。
【００５８】
　ユーザ監視システムが正しく機能する上で、ユーザに歯がある必要がないことは認識さ
れ得る。故に、実施形態によっては、１本の歯、複数の歯が抜けているユーザ、または取
り外せる部分義歯またはブリッジを有するユーザは、口内へ歯科用アプライアンスを配置
する際に歯肉上のどのような空所にも嵌まるように構成される、歯科ブリッジに機能が類
似する任意選択のモジュールをユーザの監視システムの歯科用アプライアンスに付着して
もよい。単独または複数で使用されるこれらのモジュールは、センサ等の技術コンポーネ
ントのための別のポケットとして作用してもよい。これらのモジュールは、ユーザの歯の
ない空間、および／または取り外せる歯科細工物を有する空間に嵌まり、かつ、各モジュ
ールは幅約３／１６インチであって、ユーザの歯のどこに隙間があっても歯科用アプライ
アンス内の所定位置にスライドする能力を有する。ユーザの上顎か下顎かに関わらず、歯
科用アプライアンス内部の歯のための胴は、モジュールがスライドして歯科用アプライア
ンス上の適切な場所に付着するための行路を生成する。
【００５９】
　ユーザ監視システム１００および／または観察者監視システムには、可聴警報装置等の
１つまたは複数の警報デバイスも組み込まれる場合がある。警報は、バッテリ電力不足、
データ記憶オーバーフロー警告、競技会前での歯科用アプライアンス１１０の挿入および
競技会後のアプライアンス１１０の取外し、および生体測定データおよび／または環境デ
ータの捕捉が必要とされる都度、広範な手動およびプログラムされた状態下でトリガされ
ることが可能である。
【００６０】
　監視システム１００および／または観察者モニタに対しては、他の多くの機能強化も可
能である。例えば、監視システム１００は、送信機の代わりに双方向通信を行うことがで
きるトランシーバを含むことが可能である。監視システム１００によれば、パルスオキシ
メータまたはカプノグラフ等の光学的または他の手段を用いて、血中酸素データも収集さ
れてもよい。他の例示的な強化には、マイクロホンおよび／またはスピーカを組み入れる
ことが含まれ、これにより、観察者とユーザとが互いに通信できるようになる。マイクロ
ホンは、ユーザ監視システム上で局所的に発生する、または別の処理ユニットにより遠隔
的に発生する信号処理と組み合わせて使用されることが可能である。マイクロホンにより
集められるデータは、状況条件を推測すべく、様々な音を識別し、音を類別しおよび／ま
たはイベント（例えば、音声、いびき、呼吸、息詰まりまたは爆発等の外部雑音）を認識
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するために処理されることが可能である。これらの類別された音は、ユーザおよび／また
は他の観察者へ送信されることが可能である。監視システム１００には、地理的位置デー
タを提供するためにＧＰＳおよび／またはＲＦＩＤ受信機も組み入れられることが可能で
あり、観察者は、例えば果物摘みをする人々のチームを追跡することができるようになる
。
【００６１】
　ユーザ監視システム１００および観察者監視システムには、多くの代替形式要素も企図
されている。例えば、観察者監視システムは、スマートフォン、電子ブック、心拍数モニ
タ、自転車のコンピュータまたはタブレットＰＣのためのアプリケーションとして実装さ
れることが可能である。また、これまでに述べた本発明の新規概念は、軍人機器、職場保
護機器および医療デバイスへも適用可能である場合がある。ユーザが地理的に分散されて
いる、および／または（例えば、険しい峡谷壁によって）送信障害物が存在するアプリケ
ーションでは、データホッピング等の当業者に知られるネットワーキング概念も実装され
ることが可能であり、よって、中間ユーザは、データを遠隔ユーザから観察者へ中継して
戻してもよく、即ち、リピータとして機能してもよい。
【００６２】
　この豊富なユーザの生体測定データおよび環境データが１つまたは複数のユーザ監視シ
ステムによりコンピュータ化された観察者監視システムへ送信されることにより、今では
、データ処理分野の当業者には知られる戦略的および／または解析的技術を含む、分析お
よび発見的処理のための多くの手段および戦略が可能である。広範な異なるセンサから収
集されるデータは、データを客観的に補正し、かつ、交差検証するために使用されること
も可能であり、これにより、収集されるデータの信頼性および精度が高められる。このよ
うな処理の仕事量は、ユーザ監視システム１００、観察者監視システムおよびリモート処
理システムのうちの何れか１つまたはそれ以上に割り当てられることが可能である。先に
論じたように、図８は、双方向通信手段を介して生体測定データおよび環境データを収集
し、かつ、共用するユーザ監視システム８１１、８１２・・・８１９および観察者監視シ
ステム８２０を示す。このような実施形態８００は、リアルタイムのデータ収集、共用お
よび集計を可能にする。
【００６３】
　例えば、温度センサは、様々な創造的方法で使用されうる。例えば、「正常な」ユーザ
の温度プロファイルは、個々のユーザについて、活性および相対的な不活性周期の間に展
開されることが可能である。これらの「正常な」プロファイルは、観察者が、ユーザの健
康またはパフォーマンスに重大な悪化が生じる前にユーザに注意を喚起することができ、
早期警告システムとして機能することができる。
また、プロファイルは、他のセンサタイプを基礎として展開されることも可能である。ま
た、組合せプロファイルも、複数のセンサタイプを基礎として展開されることが可能であ
る。また、これらのユーザプロファイルを、多くの異なる環境要素およびユーザが着用す
る衣服にまで対応するようにさらに適合化することも可能である。要素および衣服の例に
は、気候、周囲温度、湿度、空気中の化学物質、空気圧力の変化、地理上の位置の上昇お
よび衣服および絶縁ヘルメット、靴および他の防具等のアクセサリが含まれる。
【００６４】
　一旦、口内に配置されて正しく位置合わせされると、プリセットは、特定のユーザ内お
よび／またはユーザ母集団に渡る規範データを基礎として、各ユーザに合わせて応用され
ることが可能である。ユーザ監視システムは、ユーザに利するデータ傾向およびデータ平
均化方法の計算に際してプリセットを開始データポイントとして用いることができ、かつ
、カスタム通知しきい値の画定を含む他の機能に使用されることが可能である。
【００６５】
　カロリー燃焼率は、このような経時的温度読取り値から推測されることが可能である。
また、温度読取り値は、熱性疲労および熱射病等の極端な熱関連状態の発生を最小限に抑
えるための水分補給戦略のガイドとしても使用されることが可能である。逆に、温度読取
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り値は、凍傷等の極端に冷たい状態の発生を最小限に抑えるための加熱エリアにおける休
憩時間のガイドとしても使用されることが可能である。
【００６６】
　本発明によるユーザ監視システムは、ユーザの体温がいつ華氏１００度に略近づいて、
または超えて上昇するかを評価することができ、これにより、そのユーザおよび／または
観察者の安全性がさらに増進される。したがって、体温上昇をもたらす発熱は、感染に対
処すべく投薬を要する場合がある感染症の初期兆候である可能性がある。化学療法、放射
線および免疫療法等の癌治療によってその免疫系が既に危うくされている癌患者の一貫し
た監視においては、このデータが極めて重要となる。さらに、華氏１００度を超える体温
は、震とうの兆候である場合もあり、よって、震とうが疑われたとすれば、ユーザおよび
／または観察者において、上昇体温は１つの監視対象状態である。さらに、経時的な体温
測定は、女性の排卵周期の追跡に使用されることが可能である。
【００６７】
　また、睡眠障害もユーザの体温に影響する可能性があり、よってユーザ監視システムは
、睡眠時無呼吸、不眠および他の睡眠障害によって引き起こされる場合がある睡眠中の体
温変動を監視する手助けをすることができる。
【００６８】
　また、データ解析の効率および精度を高めるために、プロセッサ１４０および／または
個々の観察者監視システムおよび／または観察者監視システムを、初期の既定限度および
一般的ユーザのプロファイル、個別化された競技者プロファイルで、かつ特有の活動向け
にプレロードすることも可能である。特有の活動および特有チームの役割は、ユーザに著
しく異なる要求を課す可能性があることから、プレロードは、極めて効果的である可能性
がある。例えば、総合格闘家は、スピードスケート選手とは著しく異なる要求を有し、ま
たサッカーのゴールキーパの活動はディフェンダのそれとは著しく異なる。同様に、アメ
リカンフットボールのクォーターバックの身体的および心理的要求は、オフェンスのライ
ンマンのそれとは著しく異なる。
【００６９】
　また、データ解析の効率および精度をさらに高めるために、ユーザの体温に影響する概
日リズム、時刻および他の状況をもたらす温度変動を相関し、かつ、考慮に入れることも
可能である。
【００７０】
　また、複数の同じタイプのセンサからのデータおよび／または異なるタイプのセンサに
渡るデータを比較することにより、例えば機能不全の、または正しく位置合わせされてい
ないセンサからの異常なデータを検出して部分的に、または完全に除外し、データをクレ
ンジングすることも可能である。データクレンジングは、リアルタイムで、または活動後
解析の間に実行できる。また、データクレンジングは、幾つかの別個の活動の間に捕捉さ
れる複数のデータセットに渡って適用することも可能である。
【００７１】
　データを集めて処理するユーザ監視システムの電子機器をさらに保護するために、これ
らのコンポーネントをカプセル化する方法を提供すべく、マイクロプロセッサおよび関連
コンポーネントの廻りに注封材料を巻くことができる。このカプセル封入は、歯科用アプ
ライアンスが装着される間のユーザの体内組織および舌をさらに保護する。これは、歯科
用アプライアンス内に置くことができるテクノロジーカプセルを生成する。また、注封材
料は、歯科用アプライアンスを製造するための射出成形プロセスに固有の高温に耐える電
子機器の能力を強化することもできる。
【００７２】
　本発明のさらに別の実施形態では、個人が既に所有しているマウスガード等のユーザの
既存の歯科用アプライアンスに、独立した外部モジュールを付着することができる。故に
、既存の口腔アプライアンスへ付着されることが可能な「アフターマーケット」の技術モ
ジュールを、既存の口腔アプライアンスの形式要素に合致する複数の方法を介して適応さ
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せることができる。付着方法は、補助技術モジュールが既存のユーザ監視システムの機能
を強化することを可能にするゴムポスト、接着剤および技術モジュールアダプタを含む。
また、このフレキシブルさは、独立したモジュールが異なる歯科用アプライアンス間で再
使用される、またはアクセサリとして転用されることも可能にする。
【００７３】
　図１０は、競技者１０００および関連の観察者１２００に適用可能である、例示的な一
実施形態を示す。歯科用アプライアンス１１００が競技者１０００に装着された状態で、
観察者１２００は、歯科用アプライアンス１１００により集められ、かつ、受信機１３０
０へ送信される生体測定データを監視することができる。競技者の口内に位置決めされる
送信機の信号強度要件を最小限に抑えるために、監視システムは、リピータ１４００を包
含することができる。
【００７４】
　実施形態によっては、ユーザ監視システムは、熱を放散させるユーザの身体能力の動作
効力を認識するために温度アルゴリズムを拡張して配備し、これにより、深部体温を用い
て、ユーザが深部体温のまれな上昇から回復しつつあるかどうかを決定する。ユーザの身
体が熱を放散することができる主たる方法としては、概して、伝導（即ち、皮膚が何かよ
り冷たいものに触れる）、変換（即ち、より冷たい気流が身体に触れる）、放射（即ち、
放射性の電磁波がユーザの身体を出る）および気化（即ち、発汗）の４方法が存在する。
放射は、熱損失の５０－６５％を占め、気化は、熱損失の３０－３５％を占める。放射は
、ユーザ体内の深部温度が摂氏３５度に達すると効果がなくなり、気化は、湿度１００％
（汗に覆われた身体）で効力を失う。したがって、人の活動が体内深部温度を上昇させ、
かつ体組織が熱を放散できなくなる時点が存在する。したがって、深部体温を計算するこ
とに加えて、深部体温を監視し、かつ身体がもはや回復していない時点が分かれば、これ
は、絶対温度数値以外に、その個人が危険な状態であることを示す。例えば、ユーザは、
その深部体温が摂氏３９度（正常値を僅かに超える）であれば、もはや熱を放散していな
い場合があって、ユーザは活動を止める必要があり、そうしなければ熱性疲労に、かつ潜
在的には熱射病になる。したがって、ユーザ監視システムは、ユーザの深部体温の正常な
変動（即ち、「絶えず計算される温度変化」）を測定し、かつユーザがその「正常」ベー
ス上にあって変動していない時点を認識することができる。
【００７５】
　別の実施形態において、歯科用アプライアンスは、図１３に示されているようなパルス
オキシメータ技術を包含することができる。図１３に示されているように、パルスオキシ
メータ１３００は、光源１３０１と、ユーザの歯肉の血管床を介して読取りを行う光検出
器１３０２とから成る。パルスオキシメータ技術は、血中酸素飽和度および血液量変化を
含む様々な状態の測定値を提供してパフォーマンスおよび保護を強化し、肺において必要
なガス交換を実行するには換気が不十分である場合（換気過少）の検出を促し、光透過の
周期的変化を測定して、睡眠時無呼吸を診断するバイオマーカである心拍数を推定するた
めに使用されることが可能である。
【００７６】
　別の実施形態において、歯科用アプライアンスは、図１４に示されているようなカプノ
グラフ技術を包含することができる。図１４に示されているように、非侵襲的なカプノグ
ラフ技術１４００は、呼気内の二酸化炭素量を含む様々な変数の監視を提供することによ
り、パフォーマンスおよび保護を強化するために使用されることが可能である。カプノグ
ラフセンサ１４０１は、ＣＯ２生成量、並びに呼吸パターンを監視する。多すぎる二酸化
炭素は、肺内のガス交換が機能していないことを示唆する。
【００７７】
　別の実施形態では、歯科用アプライアンスに組み込まれるレセプタクルも呼気を捕捉す
ることができる。この捕捉空気は、ユーザの身体状態を識別するために、質量分析法を用
いてリアルタイムで、またはイベント後に処理されうる。歯科用アプライアンスで呼吸す
る間の吐出空気の監視および解析は、肺内での酸素と二酸化炭素との交換における問題、
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すアルデヒド等、他のバイオマーカの検出を含む、様々な生体測定監視のために使用され
ることが可能である。
【００７８】
　レセプタクルは、歯科用アプライアンス内に捕集エリアを有するチャネル形、レセプタ
クルを機械的に開ける咬合圧力をユーザが歯科用アプライアンス上へ加えることにより手
動で動作され、また、予め設定された時間にユーザが開始する、または歯科用アプライア
ンス上へ位置決めされるトランシーバを介して受信される遠隔通信により開始される電気
機械的手段により動作される密閉形レセプタクルを含む、様々な形状である可能性もある
。また、チャネルおよび／またはレセプタクルは、試料を収集する膜または吸収材料も含
むことが可能である。試料の処理は、歯科用アプライアンス上でおよび／または遠隔的に
発生する可能性がある。
【００７９】
　図４に示されているように、レセプタクルの用途には、唾液試料採取およびユーザのｐ
Ｈおよびその唾液粘度の評価が含まれる。これは、ユーザの水分補給レベル／状態の監視
を補助し、かつ脱水、不良な歯科治療、ユーザのｐＨに投影される酸、アルカリ間の不健
康なバランス、消化酵素活動不良、有害細菌の検出、不法ドラッグの最近の使用の兆候お
よび薬剤アレルギーの識別を含む、但しこれらに限定されない人の多様な状態に関連づけ
られる健康関連問題を早期に検出する可能性のための診断ツールを提供する。
【００８０】
　本発明を、幾つかの実施形態に関連して説明したが、本発明の範囲に含まれる多くの変
更、変形、置換および代用等価物が存在する。本発明の説明を補助するために、小項目に
標題が付されているが、これらの標題は単なる例示であって、本発明の範囲を限定するた
めのものではない。
【００８１】
　また、本発明による方法および装置の実装に際しては、多くの代替方法が存在すること
も留意されるべきである。したがって、以下に添付する請求の範囲は、本発明の真の精神
および範囲に含まれるこうした変更、変形、置換および代用等価物の全てを包含するもの
として解釈されるべきものである。
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